
３ 猿のクローンが誕生している今、人間のクローンもできる可能性があります
が、さまざまな問題があるため法律で禁じられています。どんな問題点が指摘さ
れているか答えましょう。

左の記事を読んで下の問いに答えましょう。
１ 体細胞クローン技術について説明した次の文
の空欄に本文から適切な言葉を抜き出して入れ
ましょう。
未受精の の核を取り除き、体細胞の核を
融合させる「 」を行って、クローン胚を作
る。それを代理母の に入れて出産させ、同
じ遺伝子を持つクローンを作る。

２ 最初に哺乳類の体細胞クローンを作った国、
作られたクローンの種類と名前を書きましょう。

ＮＩＥワークシート中～高校
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NIEワークシートのこたえ（2023年12月26日公開）

◆ワークシート「犬猫クローン(理科)」
2023.12.23付 夕刊 ４面 解答例

１ A 卵(子) B 核移植 C 子宮
２ 国 イギリス 種類 羊 名前 ドリー
３ ・特定の目的の達成のために、特定の性質を持った人を意図的に作り出そうとすること（人間の育種）や、人間を

特定の目的の達成のための手段、道具と見なすこと（人間の手段化・道具化）に道を開く  
・ 既に存在する特定の個人の遺伝子が複製された人を産生することにより、体細胞の提供者とは別人格を有するにもか
かわらず常にその人との関係が意識され、実際に生まれてきた子供や体細胞の提供者に対する人権の侵害が現実化・明
白化する 。 
・人間の個人としての自由な意志や生存が尊重されている状態とは言えず、すべての国民は個人として尊重されるとい
う憲法上の理念に著しく反することとなる（個人の尊重の侵害）。     
・遺伝子が予め決定されている無性生殖であり、受精という男女両性の関わり合いの中、子供の遺伝子が偶然的に定め
られるという、人間の命の創造に関する基本認識から著しく逸脱するものであり（人間の生殖に関する基本認識からの
大きな逸脱）、かつ、親子関係等の家族秩序の混乱が予想される  
 ・人間の育種、手段化・道具化との側面を否定し得ない上、個人の尊重及び人間の生殖に関する基本認識をも大きく侵
すものである。のうちの１つ 同意可 解答例は「クローン技術による人個体の産生等に関する基本的考え方 1999
年11月17日 科学技術会議生命倫理委員会 クローン小委員会 」より  


	スライド 1
	スライド 2

